
＜分割案件と判断する事例＞

例１ 例２

事業者Ａ 事業者Ａ 事業者Ｃ

事業者Ｂ 事業者Ｂ 事業者Ｄ

例３

事業者Ａ

Ａ 認定取得：H27.4.1

運転開始：H28.4.1

Ｂ 出力：49.5kw

Ｃ 事業者Ｂ

認定取得：H27.7.1

運転開始：H28.6.1

出力：49.5kw

Ｄ

事業者Ｃ

認定取得：H27.9.1

運転開始：H28.10.1

出力：49.5kw

事業者Ｄ

認定取得：H28.1.1

運転開始：H28.12.20

出力：49.5kw

➣他事業者と共同して同事業者の連続を避けつつ
　複数の需要場所（複数の発電所）を施工する場合

認定取得出力はそれぞれ49.5kwだが、
同一事業者、近接した時期、一体の場所のため
分割案件の対象となり、
49.5kw×4＝198.0kwの施設となる。


